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　PROFILE
プロフィール

人生目標「地域を盛り上げ牽引できる人財になる」

氏名：皆瀨 勇太（33歳）

在住：伊勢崎市 （出身：安中市）

保有資格：

中小企業診断士、国内旅行業務取扱管理者、狩猟免許

職業：

 　伊勢崎市まちなか地域おこし協力隊

　一般社団法人安中市観光機構　旅行業務管理者

　KAISE中小企業診断士事務所　代表



「 地 域 お こ し 協 力 隊 」 と は

１ . 地 方 へ の 移 住 促 進 を 目 的 に し た 国 の 制 度

２ . 隊 員 は 地 域 実 情 に 合 わ せ 「 地 域 協 力 活 動 」 を 行 う

　 ・ 地域ブランドや地場産品の開発・販売・ P R

　 ・ 農 林 水 産 業 へ の 従 事

　・住民支援　など

３ . 任 期 は 1 ~ ３ 年

４ . 全 国 で 約 7 9 0 0 人 が 活 動 中



伊勢崎駅や本町周辺のまちなか地域の賑わいづくりや魅力発信、イベント運営

ま ち な か の 賑 わい 作 り

まちなかのプレイヤーの一人となる

退任後の開業

伊勢崎市まちなか地域おこし協力隊

ミ ッシ ョン



1．前年のイベントを継

続し、規模内容を拡充

2．若者の「やりたいこ

と支援」を開始

3年

1．新しい賑わいの創出

・和菓子ストリート

・神社えんにち　など

多数のイベントを主催

2．若者の居場所づくり

「ユーススペース」開設

2年

1．地域を知る活動

2．新しいにぎわい企

画の模索

1年
拡張実践調査・試行

これまでとこれからの活動の流れ

これまでの歩み



地域風土の尊重 よそ者視点＋

1 年 目 の 目 標

目標１

地域を知る

目標２

新しい賑わいの創出

目標へ変換…



1 . 地 域 の 方 へ の ご 挨 拶 ま わりと意見交換

　・目標：週最低 3 人 と 話 す な ど

2 . 歴 史 資 料 の 収 集

　 ・ ま ちの成り立ちや過去写真など

3 . 地 域 行 事 へ の 参 加 ・ 運 営補助

　・まちなかイベントでのガイドや司会

　・いせさき祭りでのお囃子参加

　・上州焼きまんじゅう祭

　・本町七夕イベント　など

地域を知る活動



1 . 新 規 イ ベ ン ト の 企 画 ＆ 運 営
　 ・ 駅 マ エ e ス ポ ー ツ  ・ 駅 マ エ 謎 解 き ウ ォ ー ク
　 ・ 伊 勢 崎 神 社 え ん に ち   ・ ま ち な か ウ ォ ー ク

2 . い せ さ き 楽 市 ・ 夜 市 の 運 営 補 助

3 . S N S （ F a c e b o o k 、 I n s t a g r a m ） で の 情 報 発 信

4 . 新 規 事 業 の 模 索
　 ・ 伊 勢 崎 ま ち な か ユ ー ス セ ン タ ー 開 業

新 し い 賑 わ い の 創 出



伊勢崎駅マエ謎解きウォーク



課題感：商店街に新しい客層を呼び込みたい

↓

流行りの謎解きをまちなかを舞台に行えば

おもしろいのではないか？

コンセプト：「謎解き×まち歩き」

きっかけ

伊勢崎駅マエ謎解きウォーク



ｃ

・いせさき楽市内で駅前謎解きイベントを開催

・参加者は「謎ハンター」となり、宝箱の解錠

呪文を駅周辺を巡り解き明かす

・伊勢崎市公式キャラクターの「くわまる」が

LINEアプリでナビゲート

・宝箱には特別な宝物が眠っているらしい…

概要

伊勢崎駅マエ謎解きウォーク



伊勢崎駅マエ謎解きウォーク

ｃ

・10月・12月・3月の３回実施

・250名以上の参加

　→LINE登録で次回に繋げる

・98%が「また参加したい」と解答

成果



伊勢崎神社えんにち



課題感：

・まちなかで子どもも大人も楽しめる場をつくりたい

・銘仙に子どもが触れられる機会を作りたい

↓

かつてまちの中心で人々の集まる場であった

“神社”に着目

コンセプト：「神社×上毛かるた×銘仙」

きっかけ

伊勢崎神社えんにち



・伊勢崎神社境内で上毛かるた大会

・かるた大会参加者は銘仙を着用

・昔あそびや紙しばい等、子どもが楽しめるコンテ

ンツもあり

・暗くなった後はスクリーンを用意してゲーム大会

概要

伊勢崎神社えんにち



・3月17日開催

・まちの方と共同運営

・延べ1000人以上が来場

→まちの人の「またやろう！」の声

→子どもが銘仙に触れる機会

→今年度中の開催も決定！まちの恒例イベントに

伊勢崎神社えんにち

成果



まちなかウォーク



・“よそ者”視点から見た伊勢崎の重要性

・県内の地域おこし協力隊とのつながりづくり

↓

・一般客向けのまちなかツアー作成の第一歩

・協力隊同士のつながりで新たな可能性

きっかけ

まちなかウォーク



まちなかウォーク

・隊員の友人や県内の地域おこし協力隊対象

　→お互いの地域を行き来するきっかけに

　→情報交換や互いのイベントを紹介し合う関係性

・まちなかの人々の協力で魅力再発見

　→和菓子屋さんの数の多さなど

　→和菓子イベントにつながる

・参加者全員が「参加して良かった」と解答

概要・成果



1．前年のイベントを継

続し、規模内容を拡充

2．若者の「やりたいこ

と支援」を開始

3年

1．新しい賑わいの創出
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2 年 目 の 活 動

ま ち な か ユ ー ス ス ペ ー ス

・まちなかに若者の居場所を

・「やりたい」を気軽に実現できる場所を

・まちと若者のつながりを



2 年 目 の 活 動

ま ち な か 謎 解 き ウ ォ ー ク

・高校生・大学生と共同企画

・駅前からまちなかへの歩行者を増やす！

本 町 和 菓 子 ス ト リ ー ト （ 2 回 ）

・銘仙に触れる機会を増やす

・まちの和菓子屋さんを知ってもらう

第 2 回 伊 勢 崎 神 社 え ん に ち



本町和菓子ストリート



課題感：

　・本町通りの人通りが少ない

　・和菓子屋が多いという特徴が活かせていない

↓

本町通りを和服を着て

和菓子を食べる人でいっぱいにしよう！

きっかけ

本町和菓子ストリート



本町和菓子ストリート

当日の様子



・250人以上が来場

・店舗前に50人以上の列ができる

・着物着用者は約50名

・着物deパーティナイトには約40名

の参加者

結果

本町和菓子ストリート



まちなか謎解きウォーク



まちなか謎解きウォーク

地域の若者と共同制作

地域おこし協力隊

・大人用謎作成

・パンフレットデザイン

・システム作成

N P O 法 人 ア ス ワ ー ド

（ 大 学 生 ）

・子ども用謎作成

・チラシ P R 物 作 成

四ツ葉学園歴史研究会

（高校生）

・歴史監修

・解説サイト作成
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１．新しい賑わいの創出
　→ISESAKI和菓子ストリート、伊勢崎神社えんにち等

２．若者の居場所づくり
　→まちなかユーススペース"くれは"

協力隊活動



ユーススペース設置背景

居場所のない若者 人の来ないまちなか

それぞれの悩み

まちの空き空間を解放して

若者が出会うまちなかへ

核家族化、地域コミュニティ

の衰退、SNS依存、可処分所

得の低下...

空き店舗、高齢化...





まちなかユーススペース（焼きそばカフェ緒和里家）
伊勢崎市本町１２−６

『家でも学校でもない、“第３の居場所”』

伊勢崎市地域おこし協力隊が運営する若者の居場所。
学生無料で、ジュースやお菓子でひと休みしながら、
勉強もOK、雑談もOK、ゲームもパーティーもOK！
ゆるくつながって、新しい仲間がきっと見つかる！

毎週水・木曜日15：00~20：00

まちなかユーススペース"くれは"とは？

２F作業スペース

焼きそばカフェ緒和里家

学生無料

運営体制：協力隊１名、学生ボランティア５名



これまでの運営実績

1日平均利用

18名
月間平均144名

累計開所数

週2回ペース

150日
登録者数

学生9割

70名
企画支援/
補助金採択

9件/5件



”くれは”３つの機能

若者の
安心できる居場所

「やりたい」を
実現する場所

若者とまちを
つなぐ拠点

01 02 03

何をしても

何もしなくてもOK

自分らしくいられる場所

若者の「やってみたい」

を全力サポート！

成長と自信へ繋げます。

若者の「やってみたい」

と地域をつなぎ、新しい

つながりを創ります。

協力隊と大学生が全力サポート！



中高大学生、他校生、地域の大人が対等な立場で集まる

協力隊＆学生スタッフがゆるく見守り

学生無料！出入り自由！ふらっとだけでもOK 
Wi ‑Fi・電源あり／飲食OK（お菓子やジュースあり）

何をしても何もしなくてもOK

機能①若者の安心できる居場所

人を知り、自分を知って

成長できる居場所



やりたいことの明確化→企画化→方法→実現→報告までをサポート

機能②「やりたい」を実現する場所

小さな一歩を踏み出し

自信をつける場所

「やりたい！」を遠慮なく言える環境

「やりたい！」のきっかけづくり



←３Dプリンター

←パーティ

↓社会人講座

学生の声で実現したもの




